
合否を分ける問題 解答・解説 

 
                                   
                                   
 ① [解答] ５８ 
   [問題の種類] 売買算（商品が複数）、つるかめ算 
   [難易度] 標準 

[解説] 問題が売買算なので下のような表を書いて分かりやすく整理します。 
  

原価   定価    売価   利益   個数 
２６００円    ３００個 

     
     

 
    ここで定価は 
       ２６００円×（１＋０.２）＝３１２０円 
       定価が分かったので売価は 
       ３１２０円×（１−０.２）＝２４９６円 となります。	

    またそれぞれの利益を求めると 
    定価では３１２０円−２６００円＝５２０円の利益 
    売価では２６００円−２４９６円＝１０４円の損益 となります。 
    これらを先ほどの表に書き込むと 
        

原価   定価    売価   利益   個数 
２６００円    ３００個 

 ３１２０円  ５２０円利益 ○個 
  ２４９６円  １０４円損益 △個 

 
       ポイントはこの商品を合計３００個売ったのは分かっていますが、定価と売価でそれぞれ何個 
       売ったのかが分からないことです。 
       つまりこれは「つるかめ算の問題」になっています！ 

         つるかめ算とは「２つ以上の異なる種類のものがあり、その合計だけが分かっている場合に、 
       それぞれがいくつずつあるかを考える」という問題のことです。 
       つるかめ算では最初に「求めたいものと反対のものが全部である場合」を仮定します。 

 
       これに気がつくと、問題では定価で売った個数を問われているので 
       商品を全て売価で売ったと仮定すると 
    ２４９６円×３００個＝７４８８００円 
       実施の売り上げは 
       ２６００円×３００個＋４９９２円＝７８４９９２円 
                   ⇨問題⽂にある、商品を全て売ったときの利益 



       この場合の差は 
       ７８４９９２円−７４８８００円＝３６１９２円 
    １個の商品を売価から定価に交換すると 
       ３１２０円−２４９６円＝６２４円 ⾦額の差が縮まる 
       よって交換する商品の個数は 
       ３６１９２円÷６２４円/個＝５８個 となります。	

        
       また、定価と売価の利益（５２０円）と損益（１０４円）を求めているので 
       利益についてつるかめ算を考えると計算が少し楽になります。 
    ただし、この場合は利益と損益で考えるので「弁償問題パターンのつるかめ算」になることに 
    注意してください。 
        

 
 
    

 
 ② [解答] （１）１３９.２キロカロリー （２）１８.０７２キロカロリー 
   [問題の種類] 割合、単位量あたりの⼤きさ 
   [難易度] （１）基礎〜標準 （２）基礎〜標準 

[解説] （１）卵１００g に含まれるそれぞれの量（重さ）を求めると 
      炭⽔化物 １００g×０.００３＝０.３g 
            脂肪 １００g×０.１＝１０g 
            タンパク質 １００g×０.１２＝１２g 
             
      ここで問題⽂よりそれぞれの１g 当たりの熱量は 
      炭⽔化物 ４キロカロリー/g 
      脂肪 ９キロカロリー/g 
      タンパク質 ４キロカロリー/g 
       
            それぞれから得られる熱量を求めると 
            炭⽔化物 ０.３g×４キロカロリー/g＝１.２キロカロリー 
            脂肪 １０g×９キロカロリー/g＝９０キロカロリー 
            タンパク質 １２g×４キロカロリー/g＝４８キロカロリー 
             
            したがって卵１００g から得られる熱量は 
            １.２キロカロリー＋９０キロカロリー＋４８キロカロリー＝１３９.２キロカロリー 
 

   
    （２）（１）より卵１００g をとった時のそれぞれの失われる熱量は 
       炭⽔化物 １.２キロカロリー×０.０６＝０.０７２キロカロリー 
             脂質 ９０キロカロリー×０.０４＝３.６キロカロリー 
             タンパク質 ４８キロカロリー×０.３＝１４.４キロカロリー 



              
             よって卵１００g をとった時に失われる熱量の合計は 
             ０.０７２キロカロリー＋３.６キロカロリー＋１４.４キロカロリー＝１８.０７２キロカロリー 
             となります。 
              
 
 
 

          
③   [解答] （１）３０㎠ （２）５０㎠ 
   [問題の種類] ⽐合わせ、⾼さの等しい三⾓形、相似⽐と⾯積⽐の利⽤ 
   [難易度] （１）標準 （２）標準〜やや難 

[解説] （１）三⾓形 M G F と三⾓形 M C H はチョウチョ型の相似である。 
       合同（形も⼤きさも同じ）な正三⾓形の⼀辺なので 

G F＝A B＝B C より 
         三⾓形 M G F と三⾓形 M C H の相似⽐は１：２ 
         F M：H M＝１：２ 
         また F A＝A H より、線分 F H についてそれぞれの⻑さの⽐を考える。	

	
         F    ①   A   ①    H	
         F  １  M      ２            H	
	
         F H＝②＝３	

            ①＝１.５	

         よって	

         M A＝１.５ ― １ 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ＝０.５	

         それぞれの辺の⻑さの⽐は	

F M：M A：A H ＝１：０.５：１.５ 
        ＝２：１：３ となる	

      	
         三⾓形 M G F と三⾓形 M G A は辺 F A を底辺とする⾼さの等しい三⾓形なので 
         底辺の⽐と⾯積⽐が等しくなる。	

         F M：M A＝２：１ より 
         三⾓形 M G F：三⾓形 M G A＝２：１ 
         問題⽂より三⾓形 M G A の⾯積は１０㎠なので 
         三⾓形 M G F の⾯積は２０㎠となる。 
         また、三⾓形 A G F＝三⾓形 M G F＋三⾓形 M G A なので 
         三⾓形 A G F＝２０㎠＋１０㎠＝３０㎠ となる。 
         三⾓形 A G F と三⾓形 A H B は合同（形も⼤きさも同じ）なので 
         三⾓形 A H B＝３０㎠  
                  	



      （２）三⾓形 G A F と三⾓形 G I K はピラミッド型の相似である。 
         正六⾓形とその外側に作った正三⾓形なので 
         A F＝C D＝I C＝D K より 
         三⾓形 G A F と三⾓形 G I K の相似⽐は１：３ 
         よって	

         三⾓形 G A F と三⾓形 G I K の⾯積⽐は１×１：３×３＝１：９ であることが分かる。	

         三⾓形 G A F＝３０㎠なので、三⾓形 G I K＝３０㎠×９＝２７０㎠ となる。 
	
         次に、三⾓形 G I C と三⾓形 G K C は辺 I K を底辺とする⾼さの等しい三⾓形なので	

         底辺の⽐と⾯積⽐が等しくなる。	

         I C： C K ＝１：２ なので⾯積⽐は 
         三⾓形 G I C：三⾓形 G K C＝１：２ より 
         三⾓形 G I C＝①㎠、三⾓形 G K C＝②㎠ とすると 
         ここで、三⾓形 G I K＝三⾓形 G I C ＋三⾓形 G K C 
                   ＝①㎠＋②㎠ 
                   ＝③㎠ 
         よって 
         ③＝２７０㎠	

         ①＝２７０㎠÷３ 
          ＝９０㎠ となる。	

            ⇒三⾓形 G I C の⾯積	

         三⾓形 G I C＝三⾓形 G A M ＋四⾓形 A B C M＋三⾓形 B I C なので 
               ＝三⾓形 G A M ＋四⾓形 A B C M＋三⾓形 A H B 
         それぞれの三⾓形の⾯積を⼊れると 
         ９０㎠＝１０㎠＋四⾓形 A B C M＋３０㎠ となるので 
         四⾓形 A B C M＝９０㎠―１０㎠―３０㎠ 
                ＝５０㎠ になります。 
 
         
 
 
 
④ [解答] １０００㎤ 
   [問題の種類] 体積利⽤ 
   [難易度] 基礎 
   [解説] ⾓柱の底⾯積が４０㎠なので、図１より⽔の体積は 
     ４０㎠×１０cm＝４００㎤ 
     同様に図２から空気部分の体積は 
     ４０㎠×１５cm＝６００㎤ 
     図の容器は、⽔の体積と空気部分で構成されているので 
     容器の体積は 
     ４００㎤＋６００㎤＝１０００㎤ となります。 


